
九州育種場だ、より

(鹿児島県薩降川内市唐浜海岸)

松枯れの原因が確認されて久しいですが、現在でも多くの松林がマツ材線虫

病の被害を受けています。九州育種場では、この病気に対する抵抗性をより強

めた品種を開発するとともに、苗木生産にかかるコストを安くするため、さし

木による槽殖方法の開発も併せて進めています。

写真は北薩森林管理署管内の唐山国有林(飛砂防備保安林に指定)でのマツ

林整備の状況です.ここでは、住宅、田畑等の後背地の保全とともに、地元住

民の要望が強い白砂育松の森づくりを推進するため、マツノザイセンチユウ抵

抗性クロマツの実生苗の植栽などが行われています。

6 
紙一枚からできる地球への思いやり

~九州膏祖鳩では地琢温暖化防止のため再生可能忽間伐材般a利用を錐進しています~
この用紙は間伐材パルプ10%、古紙パルプ田%を原料としています.

Vol.14 



会 九州育種場だより 2007.1.31 

主 年頭所感 d 
柿木育種センター

九州育種場長 井 田篤雄

新年明けましておめでとう ございます.皆様には、ご家族共々良い年を迎えられたこと

とお慶び申し上げます.

さて 林木育種センタ は本年 4 月に森林総合研究所と統合になります。昭和 32 年に

森林生産力の増強を図る目的で林野庁の直属の組織として設立されました私どもの九州育

種場も含めまして、林野庁傘下の森林 ・林業の研究関係機関が つの法人となります.

一方、昨年 9 月には 「森林 林業基本計画」の見直しが行われ、現在「育種戦略」の見

直しが進められています。近年の森林 林業に対する期待や要望には、従来の林産物の利

用・供給を中心とした機能だけではなく、地球温暖化防止、国土保全などの環境保全的側

面に配慮した森林の持つ多面的な機能の持続的かつ高度な発揮もあります.林産物の利用

・供給の面でも従来の建築材やパルプ材だけではなくバイオマスエネルギーとしての利用

も注目されています.さらには、森林 林業経営につきましても環境に配慮したものとし、

同時にコストダウンも求められてきています.

このように森林 ・林業に対する期待や要望が多様化し その 方では早期の成果の具体

化や組織運営の効率化などが求められています.このような状況下で、森林総合研究所と

統合して、これまで林木育種センターが担ってきた固有の機能を引き続き果たしつつ、森

林・林業に関する基礎研究から梓木の新品種の開発 配布事業等まで一貫して実施するこ

とになっています。そのことによって 菅理部門の効率化を図り、さらには、試験ー研究

の連携強化等によって、 層効果的な業務運営を推進することとしています.

また 1 8 年度から実施しています中期目標につきましては 育種事業の担う任務・役

割が明確にされており、今後重点的に取り組む課題等が明らかにされています.この中期

目標において 九州膏穫場として取り組むべきものとしましては、新品種の開発車ぴ林木

遺伝資源の収集 保存等です.具体的には、花粉のtかないヒノキ品種、炭素固定量を向上

させるスギ品種、クロマツの次世代低抗性品種、ケヤキ等広葉樹の優良品種、材質の優れ

たヒノキ品種など新品種開発、アレルゲンのtかないスギ品種や推奨スギ品種等の効率的な

生産・配布育種対象樹種、絶滅危倶種、巨樹 ・銘木等の遺伝資源の収集 ・保存等、スギ、

ケヤキ等の育種対象樹種の特性評価、開発した新品種や研究 調査成果の広報 普及など

があります.

特に、クロマツのマツノザイセンチュウ抵抗性品種につきましては、ウローン(揮し木)

による増殖技術の開発が九州大学及び九州各県と九州育種場の関係者の努力によって、成

果を得られつつあります.この技術について、今年は育種並びに樹苗関係者に対する普及

を図る活動を積極的に推進していきたいと考えております。

九州育種場では、「林木遺伝子銀行 11 0 番」として、天棋記念物や巨樹 ー銘木等の遺

伝資源のクロ ン増殖サ ピスを実施しておりますが、この制度に関する知名度がまだ低

いようで、利用状況がまだまだ世ない状況にあります.貴重な林木に関心を持っておられ

る皆さんにこの制度を知っていただき、積極的に利用していただくように普及 広報活動

を強化していきたいと考えております.

新年を迎え 林木育種センタ 九州育種場の鞍員全員が新たな気持ちで森林総合研究

所と一体となる中で、九州 ・沖縄地岐における林木育種事業を発展させ、より良いものに

していきたいと考えております.引き続き、皆様方のご指導、ご支援、ご協力をお願いい

たします.

. 
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事業用地の拡充・整備を実施

九州育種場では、熊本県から借り受けている

2 1 h a を林木育種事業用地として新品種開発

や林木遺伝資源の保存等を行ってきたところで

すが、保存すべき育種素材や遺伝資源が年ごと

に増加するにしたがって事業用地の不足が深刻

な課題となっていました.
折りしも、当場の北側に隣接していた(財)

日本特産農作物種苗協会の九州特産種苗センタ

ーが平成 1 7 年 12 月末をもって廃止され、そ

の跡地 (l4ha) が熊本県へ返地されること

とされました.このような状況の下で、本所の

理事長ほか幹部の皆様の現地視察、地元調整、

予算調整等がなされ、熊本県へ返地された九州

特産種苗センター跡地を平成 18 年度から新た

に借り受ける運びとなり、当場懸案の事業用地

の拡充が実現いたしました.

九州育種場の全景(膏囲みが酷充地)

これと併せて、当場においては今後 1 0 年聞

の施設整備、造成 増殖計画を予定する「九州

育種場拡充用地利用(整備)計画」を作成しま

した.また、この計画の実現に向けては当場で

の用地検討委員会で具体の検討をしていまして、

1 8 - 1 9 年度は必要な基盤 ー施設等整備に重

点をおいて進めることとし 平成 19 年度以降

は保存園、原種圏、交配圏等の本格的な造成に

向けてさらに調整を図り、随時増殖 保存を行

っていくこととしています。

この拡充用地についての本年度の取組を紹介

しますと、年度当初は裸地状態であったため、

春の強風(遅い春一番)によって土壌が舞い上
がって広範臨に影響し 関係機関、地織住民等

からの要請を受けて散水車等による緊急対策を

実施するとともに、今後の不測の事態に備える

遺伝資源管理課増殖保存係長 大械浩司

ために牧草種子を播種したり、現存の井戸ポン

プを修理する等の対策を行いました.

また、すでに育種素材等を保存した 部の区

画では、成長を阻害しないよう草刈を行い、 1 
2 月には火災等防止のため全体の刈り払い等作

業を実施しました.さらに、 2-3 月には管理

道亙び排水溝の整備を予定しています.

今後の課題としては 喫緊の課題として腐朽

したフェンスとガラス温室の改修を行わなけれ

ばなりません.フェンスについては、地元から

の強い要望もあって速やかに実施しなければな

らないと考えています.また ガラス温室につ

いては抵抗性マツのさし木増殖施設としての利

用を予定しています。さらに、現在の用地と拡

充用地を合わせた事業用地全体 (35ha) で

継続的に育成官理ができる体制を速やかに確保

しなければならないと考えています.

パロネス草刈蝿による"'1払作車

メ11 払作業後のスギ育園畢材保存園
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抵抗性クロマツのさし木増殖技術の開発
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峰平大育種研究室育種際

さし稽を探る揮檀台木写真 1

樹木を殖やすにはいくつかの方法があり
ます.種子を播くこと、さし木をすること、
接ぎ木をすることなどが主な方法です. こ
れらの方法のうち、クロマツでは種子を播
いて増殖する実生繁殖が主に行われてきま
した. というのもヲロマツはさし木が極め
て難しい樹種であり、さし木では大規模に
増殖することは難しいとごく最近まで考え
られていたのです.

しかし、我々はあえてクロマツのさし木
の実用化に取り組みました。その理由の一
つは、若い木から採穂することで発根性が
向上できることが分かったためですが、も
う一つ大きな理由として， ヲロマツがさし
木で増殖できることによって「遺伝的な形
置が保たれる」というメリッ卜が得られる
ためです.

九州育種場が品種改良に取り組んでいる
形質はマツ材線虫病に対する抵抗性なので
すが、この形置は実生繁殖では大きく分散
します.つまり抵抗性の高い親から採れた
種を育苗しても、全ての苗木の抵抗性が高
いわけではなく、中には抵抗性の低い苗木
も多~'存在するのです . そのため、これら
実生の苗木には一本ずつ マツノザイセンチ
ュウを接種する必要があります.そうして
抵抗性の低い苗木を取り除くのですが、
この作業のために生産費用が大きく上乗せ
されてしまいます.特に、接種検定後の生
存率は接種を行った年によってかなり変動
し、全体平均で 40 %も生存率に違いがあ
り(図， )、生産する苗の予測が難しく、
多めに苗を育てなくてはいけないというデ
メリッ 卜があります. 方?さし木では抵
抗性の形貨がそのまま保たれるので 1 一度
抵抗性の高さが確認されていれば，接種す

る必要はありません. さらに，抵抗性品種

の次世代から抵抗性の 高 い苗木だけを選

び，これを採穂台木とすることで j 抵抗性

の遺伝子が集積されるというメリットもあ

ります.

今後もこうした取組みを続け、より高品
質でより安い抵抗性クロマツを提供できる
よう力を尽くしていく所存です E なおこの
研究は農林水産省の先端技術を活用した農
林水産研究高度化事業「タロマツの第二世
代マツ材線虫病抵抗性種苗生産システムの
構築」の一環として行いました.

さし木の様子写真 2... 
。"

時
銑 M'
制

'.00 
酬

九州育11I暑における抵抗性クロマツ
， 0 家系の平均生存率の年次間車イヒ

醐醐 醐 1 棚

機種年
糊1998 

図 1

. 
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平成 18 年度固有林野事業業務研究発表会に参加
~林野庁長官貨を受賞~

平成， 8 年， ，月 2 8 日に東京都千代田

区霞が関にある林野庁において固有林野事
業業務研究発表会が開催されました. この
研究発表会は地場特性に応じた森林の整備
手法の確立、由民参加の森林づくり、森林
環境教育支援等に関する研究成果を広く一

般に普及するために行われるもので、森林
技術部門と森林ふれあい部門があります.
全国の森林管理署や森林技術センターから
寄， 2 課題の発表がありました.九州地域
からは計 4 課題の発表がありました。九州
育種場は森林技術部門において森林技術セ

ンターとの共同研究「耐陰性スギ系統によ
る無下刈詑験 J の発表を行いました.私は
研究課題の担当者として発表の機会を得ま

した.

共同発表者の1江藤専門官(写真右)と

森林技術部門では森林の効率的な整備及
び森林の適切な保全を図るための技術の確
立、報員の安全衛生意識の高揚、効果的な
業務運営に関する課題が発表されます。 γ

力害対策、天献更新技術の開発、低コスト
林道の作設技術の開発などの発表がありま

した.一方 1 森林ふれあい部門では国民参
加の森林作りの推進、自棋再生への取組、
森林環境教育支援のあり方に関する課題が
発表されます。貴重な樹種であるヤクタネ
ゴヨウや船浦のニッパヤシ群落の保全、森
林療法(森林セラビー)、国有林を利用し
た森林教室、森林ボランティアと連携した
登山道整備等、多様な分野にわたる課題の
発表が行われました. この発表会では、優

れた発表に対して表彰することが恒例とな

育 種 課 育 種 研 究 室 松 ホ 孝治
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嗣哲本倉育種研究室長育種課

平成 19 年 1 月 12 日より 19 固まで、
アメリ力合衆国力リフォルニア州サンディ
エゴ市で開催された国際学会 rPlant And 
AnimaJ Genome X V Conference: http 
/ Iwww ，intl -pag.org jJ に参加しました. 目
的地サンディエゴへは、熊本空港を発って
→羽田空港 → 成田空港 → ロサンゼルス空
港→サンディエゴ空港と、乗り継ぎの時聞
を合わせるとほぼ 1 日かけて到着しまし
た.私は九州育種場でこれまで調査してき
たマツノザイセンチュウ抵抗性マツ交配家
系の接種検定後の生存率について遺伝解析
を行い、その結果についてポスタ セツン
ョンで報告してきました.

学会では植物 動物 微生物と様々な分
野について研究集会等が朝 8/時から空方 6
時以降とほぼ 1 日中実施されます.内容は
ゲノム解析、遺伝マ 力 、新しい解析方
法などで、場合によってはパソコンを使つ
てのデモンストレ ションもあります。ホ
テルを会場として借り切り開催されている
ので(写真 1 )、会場内に宿泊することが
でき、効率よく集会に参加することができ
ます(写真 2) 

研究集会の僚子写真 2

写真 1 会楊内のホテル(サンディエゴ市内}

樹木ではポプラのゲノム解析が非常に進
んでおり、遺伝子発現の研究が多く発表さ
れていました.また、樹木の成長や各種抵
抗性といった能力はほとんどの場合、血液
型のように A 8 0 といった形で単純に子孫
できっちりと性質が分かれるのではなく、
連続的な数字で表されます (このような性
質を 量的形質 といいます). さらに、成長
形質の測定には数十年かかること、各種抵
抗性に関しても 評 価 が 難 し い こ と などか
ら、育種には非常に時間がかかってきまし
た。そこで、より効率的な林木育種を進め
るため、世界中で様々な性質を決定する遺
伝子そのものである D N A の塩基配列の違
いから、 D N A マー力一 (標識)を開発し、
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熊本市緑の少年団来場

熊本市主催の「平成， 8 年度熊本市緑の
合年団連盟研修会」が平成， 8 年， 2 月 2

日(土)に当場で開催されました。 この催
しについて、九州育穫場としては当場での
3 回目の森林教室(こども樹木博士認定試
験)として位置づけて、事前準備も含め職
員全員で対応しました。

当日は、熊本市内の 4 つの小学校から緑
の1>年団のユニフォームを身に着けた児 童
4 6 名と引率の先生 B名、団員の保護者 1
8 名および緑の歩年団事務局の方 6 名の参
加があり、総勢 78 名となりました.

熊本市緑の合年団連盟国尻会長からこの
研修会の全般的な挨拶があり、次いで九州
育種暢長ならびに職員から参加者への歓迎
の挨拶を行いました.団員は 4 つの班に分
かれ職員の案内により森林教室と場内案内
を兼ねた野外観察へとスタ トしました.

野外観察では、「こども樹木博士 J の認
定テストに出題する樹木の保存地を主に案
内しました.職員は所々で「この木の名前
は0 0 です。特徴は 0 0 です. この木はO
O などに利用されています。」と説明する
と「へえ~、そうなんだ .J とか「それ知
ってる 辞典で見たこと tsある.J など、
職員の説明に真剣に、興味津々に聞き入っ
たり、疑問に思ったことなどを職員に尋ね
ていました. また、同行された先生方や事
務局員 保護者の方々も職員の説明に興味
深く聞き入ったり、職員に質問をされてい
ました。

この ~木何の木つ野外観察にて

案内後の fこども樹木樽士」の認定テス
トでは、午前中の野外観察で説明した樹木
の名前、その特徴など 30 間選択方式の 4
5 分間で行いました.団員たちは試験開始
まで「あれは0000 という名前で、これ
は0000 だよ 。」と鼠験開始までにお互
いに確認しあっていました。

認定テスト終了後に実施した木工工作で
は、マツポッヲリ、輪切り板、クリスマス
グッズなどを使用した松ぽっくりのクリス
マスツリ を作成することとなりました.
サクラやヒノキの輪切り板にマツポックリ
を貼り付け、クリスマスグッズやピ ズな
どをふんだんに使い分け 保護者や引率の
先生たちも自分だけの作品を作られていま
した。

うま〈できるかなあ っ木工教室にて

木工教室終了後、全団員に対しアンケー
ト調査を実施しました。質問項目の「今回
の研修会は楽しかったつ」では団員全員が
『楽しかった」と回答し、「今度どのよう

なことをやりたいつ」の質問では「拾った
葉つばを使った工作をしたい」や「野外観
察で学んだことをまとめて発表したい」と
いった回答がありました.次の研修会(森
林教室)ではアンケート結果を踏まえた企
画 立 案 を し な け れ ば と ー。

最後に、九州育種場長から「こども樹木
博士認定書J を団員一人ずつ手交して閉会
となりました.今回の研修会(森林教室)
では、団員(児童)たちに緑の世年団員と
しての基礎知識の習得、自然との楽しいふ
れあい、物づくりの楽しさを伝えることが
できたのではないかと思います，

(士費 連絡調整係)
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研究実験等施設建設工事進行中

九州(林木)育種場は、九州育種基本区の育種事業をはかるための中核施設として 19 

5 7 (昭和 3 2) 年 4 月に設立され、育種場としての必要な施設整備が行われてきました。

順次整備された施設 機器の大半は設立当時からは半世紀も経過して老朽化しており、

現在行っている事業内容の多機化 ・高度化に対応しがたいのと 各種の施設 ・機器は小規

模で分散して配置していることから、施設問の動線などが極めて非効率な状況となってい

ました.

当場施設の見直しにあたっては「梓木育種センター第二次中期計画(平成 1 8 -22 年

度)における施設棟整備計画j に掲上し、その初年度の平成 18 年度において老朽化した

研究実験室とその関連施設を解体撤去し その跡地に研究実験棟とその関連施設の整備を

行うこととなりました.

新研究実験棟の特徴は ①外観は庁舎建物と調和したデザインとし 庁面は庁舎建物の

床面の水準に合わせるなどのバリアフリー化に配慮、 ②各エリア聞の壁、間仕切りについ

ては、必要な耐火、遮音性能を満たす構造とし、床は拭き取り程度で水洗いの必要がない

もの、 @電気 ー排水等の設備については、研究内容に応じて多様なレイアウトパタ ンに

対応できるように配慮④建設コス トの低減を図るため、タリ ンブ ス(材線虫等培養

室)については既存のものを再利用するほか、書種ランニングコス ト低減のための工夫な

どに努めています.

工事慨要

1 工事名

2 建築視要

3 工事期間

九州育種場研究実験等施設建設工事

研究実験棟鉄骨平屋建延面積 437.0 1 rrl 

平成 18 年 12 月 6 日~平成 19 年 3 月30 日

取り嬢し前の旧実験棟 建設工事の様子 (19 年 1 月中旬)

(文責 庶務係)
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